1 ４月から８月の時期について・・・

各団体とも県予選会・四国予選会・全国大会のスケジュールがつまっている状態であります。この時期については、国体選手が決定次第、７月、８月と国体選手対象に、四国予選、本選に向けて積極的に強化練習会を設定します。

2 強化練習会の目的・・・

９月よりジュニアから社会人まで各年層でプロジェクトを組み、焦点を合わした強化練習会を行います。また、年２回の合宿を組み、選手、指導者、サポーター間のコミュニケーションを図り、地元選手が愛媛に魅力を感じるような強化プロジェクトを構築していきたいと考えています。そして、２０１７年の愛媛国体を視野にいれた活動を行います。

3 強化システムの確立・・・

県協会強化選手を指定し、中学生、高校生、大学生、社会人選手の越年継続指導を行います。そして、地元選手が愛媛に魅力を感じるように強化システムの構築、指導者の育成を図ります。

4 平成１8年度強化指定選手選考基準・・・

1、 中学生については、県中学総体の個人戦シングルス･ダブルスのベスト４以上の選手、全日本ジュニア本選出場選手､全日本ジュニア県予選からの選考選手、全日本中学生本選出場選手、また、ふさわしい選手がいれば指導委員会で選考します。

2、 高校生については、高校生総体体育大会県大会の個人戦シングルス･ダブルスのベスト４以上の選手、全日本ジュニア本選出場選手､全日本ジュニア県予選から選考選手、県高校生新人大会の個人戦シングルス･ダブルスのベスト４以上の選手、国体選手、また、ふさわしい選手がいれば指導委員会で選考します。

3、 大学、一般については、国体選手、四国総合選手権県予選の一般シングルス･一般ダブルスベスト４以上の選手、国体県予選等を参考に選考、また、ふさわしい選手がいれば指導委員会で選考します。

4、 選考基準については、明確にするようにし、報告・連絡します。

5 スパーリング選手の設置

愛媛県チーム力向上の為、大学生､社会人選手の協力､理解を得て、強化練習会においてジュニア選手等のスパーリング選手の設置を行う予定です。

⑥　指導委員設置・・・

各立場から応援を頂き、指導スタッフの増員をし、運営の充実を図ります。

⑦　見学会のおしらせ・・・

強化練習会をオープンにすることで、愛媛県内の選手、指導者の育成を図るため、見学会のアピールをしていきたい。

8 オール愛媛メンバーの意識認識工夫・・・

｢強化指定選手｣として、愛媛県の他選手の模範になるため、また、本人の自己向上を図るため、愛媛の一体感を図るため、チーム力をつけなければならない。その為、強化指定選手用の｢EHIME｣のポロシャツの作成をしました。そうすることで、選手たちのやる気につながり、次の世代（２０１７年えひめ国体対象選手である小学生以下）に対する影響が大きいと確信します。

夢を目標にしましょう　

愛媛県バドミントン協会強化指導委員会は、次のPLANに基づいて、来る2017年愛媛国体・2024年オリンピックへ向けての具体的な選手強化を行います。

２０２０－２０２４

EHIME　BADMINTON　OLYMPIC　GOLD　ＰＬＡＮ

オリンピック・ゴールドメダル獲得へ向けて

理念と目標

　

　理念　バドミントンを通じて、豊かなスポーツ文化を愛媛の人々に

創造・提供し、心身の健全な発達と社会の発展に貢献する。

　目標　2017年愛媛国体で、天皇杯・皇后杯を獲得する。

　　　　2024年オリンピックで愛媛県からゴールドメダリストを輩出する。

平成18年度の行動計画　PLAN－１
1 年齢によるセクション別強化

2 全メンバーによる練習会をトレーニングセンターとし、１泊２日で

年間２回実施

3 年齢上下のセクション合同練習会の実施

4 スパーリング選手の設置（トレーナー、メディカルスタッフの公募）

5 科学的なデータの蓄積開始

